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179TOYOTA CITY

1 男女別人口ピラミッド 

0 2,000 4,000 6,00002,0004,0006,000

総人口　403,807人 

年少人口　　（0歳～14歳人口）　 割合　12.7％ 
生産年齢人口（15歳～64歳人口）　割合　71.2％ 
老年人口　　（65歳以上人口）　　 割合　16.1％ 

男性人口　210,058人 女性人口　193,749人 
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58歳・59歳： 
終戦前後における 
出生減 

55歳～57歳： 
昭和22年～昭和24年の 
第1次ベビーブーム期 

30歳～33歳： 
昭和46年～昭和49年の 
第2次ベビーブーム期 

58歳・59歳： 
終戦前後における 
出生減 

55歳～57歳： 
昭和22年～昭和24年の 
第1次ベビーブーム期 

30歳～33歳： 
昭和46年～昭和49年の 
第2次ベビーブーム期 

男性の生産年齢人口 
（15歳～64歳人口） 
：産業都市としての 
人口構造の現れ 

平成16年4月1日現在 
資料：豊田市市民部市民課調べほか 
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2 人口の変化 

資1－2－1表　総人口及び18歳未満人口の推移 

豊田市  

337,757 

339,272 

340,821 

342,623 

345,832 

348,132 

349,202 

350,282 

353,314 

355,711 

357,826 

360,698 

79,347 

77,431 

75,872 

74,532 

73,815 

72,686 

71,809 

71,072 

70,567 

69,894 

69,455 

69,046 

23.5 

22.8 

22.3 

21.8 

21.3 

20.9 

20.6 

20.3 

20.0 

19.6 

19.4 

19.1

 

1993（平成  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1993（平成  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1993（平成  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

藤岡町  

14,013 

14,785 

15,600 

16,165 

16,676 

17,123 

17,660 

18,271 

18,655 

18,731 

18,974 

19,215 

4,332 

4,564 

4,788 

4,933 

5,043 

5,142 

5,229 

5,359 

5,386 

5,289 

5,264 

5,176 

30.9 

30.9 

30.7 

30.5 

30.2 

30.0 

29.6 

29.3 

28.9 

28.2 

27.7 

26.9

小原村  

4,671 

4,693 

4,699 

4,677 

4,631 

4,576 

4,535 

4,476 

4,402 

4,352 

4,374 

4,358 

970 

978 

968 

948 

923 

907 

878 

842 

809 

778 

738 

702 

20.8 

20.8 

20.6 

20.3 

19.9 

19.8 

19.4 

18.8 

18.4 

17.9 

16.9 

16.1

足助町  

10,697 

10,666 

10,593 

10,495 

10,454 

10,408 

10,343 

10,187 

10,066 

9,979 

9,857 

9,743 

2,219 

2,138 

2,081 

2,001 

1,952 

1,891 

1,844 

1,778 

1,716 

1,676 

1,590 

1,506 

20.7 

20.0 

19.6 

19.1 

18.7 

18.2 

17.8 

17.5 

17.0 

16.8 

16.1 

15.5

下山村  

5,309 

5,444 

5,571 

5,658 

5,727 

5,723 

5,662 

5,641 

5,611 

5,636 

5,618 

5,572 

1,419 

1,462 

1,497 

1,502 

1,513 

1,494 

1,466 

1,415 

1,373 

1,339 

1,282 

1,239 

26.7 

26.9 

26.9 

26.5 

26.4 

26.1 

25.9 

25.1 

24.5 

23.8 

22.8 

22.2

旭 町   

4,129 

4,089 

4,051 

3,987 

3,949 

3,860 

3,819 

3,743 

3,674 

3,654 

3,585 

3,560 

729 

700 

680 

650 

623 

597 

589 

544 

504 

499 

477 

464 

17.7 

17.1 

16.8 

16.3 

15.8 

15.5 

15.4 

14.5 

13.7 

13.7 

13.3 

13.0

稲武町  

3,607 

3,573 

3,512 

3,485 

3,404 

3,383 

3,342 

3,324 

3,308 

3,278 

3,244 

3,190 

737 

715 

685 

642 

620 

602 

585 

578 

559 

528 

493 

475 

20.4 

20.0 

19.5 

18.4 

18.2 

17.8 

17.5 

17.4 

16.9 

16.1 

15.2 

14.9

新 市   

380,183 

382,522 

384,847 

387,090 

390,673 

393,205 

394,563 

395,924 

399,030 

401,341 

403,478 

406,336 

89,753 

87,988 

86,571 

85,208 

84,489 

83,319 

82,400 

81,588 

80,914 

80,003 

79,299 

78,608 

23.6 

23.0 

22.5 

22.0 

21.6 

21.2 

20.9 

20.6 

20.3 

19.9 

19.7 

19.3

各年10月1日現在 
資料：豊田市市民部市民課調べほか 

18
歳
未
満
人
口
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（％） 

18
歳
未
満
人
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（人） 

総
人
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（人） 

区分 年 
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3 世帯の変化 

資1－3－1表　家族類型別世帯数の推移 

豊田市 

10,285 

14,286 

18,412 

45,530 

46,055 

46,809 

4,276 

5,241 

6,509 

12,105 

12,195 

11,234 

40,569 

40,520 

43,597

豊田市 

9.1 

12.1 

14.5 

40.4 

38.9 

37.0 

3.8 

4.4 

5.1 

10.7 

10.3 

8.9 

36.0 

34.3 

34.4

藤岡町 

7.9 

9.6 

11.3 

49.8 

53.7 

54.3 

3.4 

3.3 

4.4 

18.6 

15.7 

13.5 

20.2 

17.8 

16.5

小原村 

18.8 

17.8 

17.9 

17.8 

19.2 

19.3 

3.8 

5.0 

5.8 

29.5 

28.9 

26.0 

30.1 

29.1 

31.1

足助町 

16.7 

16.2 

19.3 

20.3 

21.2 

20.0 

4.7 

4.9 

5.7 

31.9 

29.0 

25.7 

26.4 

28.7 

29.3

下山村 

15.9 

16.6 

17.7 

21.6 

31.2 

31.8 

2.6 

2.6 

3.8 

29.0 

21.7 

18.9 

30.9 

28.0 

27.9

旭町  

22.9 

23.7 

25.1 

13.5 

13.6 

12.6 

3.9 

3.4 

4.4 

28.0 

24.9 

19.8 

31.6 

34.4 

38.1

稲武町 

23.9 

26.7 

28.3 

17.4 

14.7 

14.6 

2.5 

4.0 

4.8 

23.2 

21.8 

18.8 

33.0 

32.9 

33.5

新市  

9.7 

12.4 

14.8 

39.3 

38.3 

36.7 

3.8 

4.4 

5.1 

12.0 

11.4 

9.8 

35.2 

33.5 

33.6

愛知県 

13.5 

16.1 

18.2 

40.3 

37.0 

34.8 

5.8 

6.2 

6.8 

12.7 

11.2 

9.2 

27.7 

29.6 

31.0

 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

藤岡町 

231 

392 

552 

1,450 

2,188 

2,657 

98 

133 

216 

542 

639 

663 

589 

724 

808

小原村 

226 

220 

220 

214 

237 

237 

46 

62 

71 

356 

357 

320 

363 

360 

382

足助町 

445 

432 

522 

541 

565 

548 

126 

132 

153 

851 

774 

693 

705 

766 

790

下山村 

181 

232 

266 

247 

437 

478 

30 

36 

57 

331 

304 

284 

352 

392 

420

旭町   

256 

267 

281 

151 

153 

141 

44 

38 

49 

313 

280 

221 

353 

387 

426

稲武町 

249 

280 

290 

182 

154 

150 

26 

42 

49 

242 

229 

192 

345 

345 

343

新市   

11,873 

16,109 

20,543 

48,315 

49,789 

51,020 

4,646 

5,684 

7,104 

14,740 

14,778 

13,607 

43,276 

43,494 

46,766

各年10月1日現在 
資料：国勢調査 

各年10月1日現在 
資料：国勢調査 

資1－3－2表　構成比の推移 

夫婦のみ 

夫婦と 
子ども 

ひとり親と 
子ども 

三世代 
家族 

その他 

 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

1990（平成  2） 

1995（　　  7） 

2000（　　12） 

夫婦と 
子ども 

夫婦のみ 

ひとり親と 
子ども 

三世代 
家族 

その他 

全国   

15.5 

17.4 

18.9 

37.3 

34.2 

31.9 

6.8 

7.1 

7.6 

12.1 

10.5 

8.5 

28.3 

30.9 

33.1

区分 年 

（世帯） 

区分 年 

（％） 
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4 出生数及び合計特殊出生率の推移 

資1－4－1表　出生数の推移 

資1－4－2表　合計特殊出生率の推移 

小原村 

39 

40 

29 

44 

42 

36 

33 

34 

34 

24 

23 

25 

34 

23 

21

豊田市 

4,314 

4,158 

4,145 

4,061 

4,097 

4,307 

4,065 

4,217 

4,107 

4,352 

4,238 

4,259 

4,093 

4,004 

4,002

 

（1.90） 

（1.81） 

（1.78） 

（1.69） 

（1.68） 

（1.71） 

（1.57） 

（1.59） 

（1.51） 

1.64   

1.60   

  1.62   

1.54   

1.51   

1.53  

愛知県 

1.58 

1.57 

1.52 

1.50 

1.45 

1.49 

1.47 

1.43 

1.39 

1.42 

1.38 

1.44 

1.36 

1.34 

1.32

全 国  

1.57 

1.54 

1.53 

1.50 

1.46 

1.50 

1.42 

1.43 

1.39 

1.38 

1.34 

1.36 

1.33 

1.32 

1.29

藤岡町 

123 

137 

153 

158 

172 

193 

172 

191 

163 

199 

183 

208 

178 

173 

168

足助町 

116 

85 

78 

69 

79 

66 

57 

78 

58 

64 

67 

58 

53 

56 

48

下山村 

41 

55 

57 

59 

53 

67 

50 

54 

46 

42 

36 

32 

33 

19 

38

旭 町   

25 

33 

24 

17 

28 

29 

26 

19 

16 

13 

26 

7 

17 

13 

18 

 

稲武町 

25 

27 

34 

25 

27 

26 

11 

19 

13 

23 

13 

24 

21 

16 

14

新 市  

4,683 

4,535 

4,520 

4,433 

4,498 

4,724 

4,414 

4,612 

4,437 

4,717 

4,586 

4,613 

4,429 

4,304 

4,309

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

資料：人口動態統計 

資料：豊田市福祉保健部総務課調べ、人口動態統計ほか 
備考：「合計特殊出生率」とは、15歳から49歳までの女性の

年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が仮にそ
の年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたとき
の子どもの数に相当します。 

注：豊田市（合併前）の平成9年までの数値は、外国人登
録の女子人口を用いて算出しているため、あくまでも
参考値です。 

（人） 

年 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 豊田市 
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5 平均初婚年齢の推移 

資1－5－1表　平均初婚年齢の推移 

豊田市 

27.5 

27.6 

27.6 

27.6 

27.7 

27.8 

27.8 

27.9 

28.1 

・・・ 

28.1 

28.2 

28.5 

28.7 

28.8

愛知県 

28.1 

28.0 

28.0 

28.1 

28.2 

28.2 

28.2 

28.3 

28.4 

28.4 

28.5 

28.6 

28.9 

29.1 

29.3

全 国 

28.5 

28.4 

28.4 

28.4 

28.4 

28.5 

28.5 

28.5 

28.5 

28.6 

28.7 

28.8 

29.0 

29.1 

29.4

豊田市 

24.8 

25.0 

25.1 

25.2 

25.3 

25.4 

25.5 

25.6 

25.9 

・・・ 

26.2 

26.3 

26.4 

26.8 

26.9

愛知県 

25.3 

25.4 

25.4 

25.6 

25.7 

25.8 

25.9 

26.1 

26.3 

26.4 

26.6 

26.8 

26.9 

27.2 

27.4

全 国 

25.8 

25.9 

25.9 

26.0 

26.1 

26.2 

26.3 

26.4 

26.6 

26.7 

26.8 

27.0 

27.2 

27.4 

27.6

資料：人口動態統計 
　注：平成9年以前の合併前の豊田市のデータは、県豊田保健所の管轄であった豊田市、三好町、藤岡町及び小原村 
　　　の合算値です。 

夫 妻 

（歳） 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 
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婚姻件数 婚姻率（人口千対） 

離婚件数 離婚率（人口対千） 

6 婚姻及び離婚の状況 

資1－6－1表　婚姻件数及び婚姻率の推移 

資1－6－2表　離婚件数及び離婚率の推移 

豊田市 

2,367 

2,306 

2,536 

2,627 

2,855 

2,610 

2,718 

2,728 

2,763 

2,777 

2,668 

2,650 

2,623 

2,637 

2,481

新 市 

2,510 

2,416 

2,669 

2,765 

3,001 

2,779 

2,845 

2,860 

2,894 

2,916 

2,830 

2,808 

2,762 

2,802 

2,626

愛知県 

41,011 

42,060 

44,137 

44,687 

47,938 

46,874 

48,022 

48,534 

47,371 

48,392 

46,211 

48,391 

48,295 

46,242 

44,964

全 国 

708,316 

722,138 

742,264 

754,441 

792,658 

782,738 

791,888 

795,080 

775,651 

784,595 

762,028 

798,138 

799,999 

757,331 

740,191

豊田市 

7.4 

7.1 

7.7 

8.0 

8.6 

7.8 

8.1 

8.1 

8.2 

8.2 

7.8 

7.7 

7.7 

7.7 

7.2

愛知県 

6.2 

6.3 

6.6 

6.7 

7.1 

6.9 

7.1 

7.1 

6.9 

7.0 

6.7 

7.0 

6.9 

6.6 

6.4

全 国 

5.8 

5.9 

6.0 

6.1 

6.4 

6.3 

6.4 

6.4 

6.2 

6.3 

6.1 

6.4 

6.4 

6.0 

5.9

資料：人口動態統計、豊田市福祉保健部総務課調べほか 

豊田市 

346 

390 

400 

441 

479 

512 

476 

528 

572 

667 

627 

629 

708 

684 

667

新 市 

371 

403 

421 

450 

513 

534 

500 

565 

604 

720 

674 

681 

755 

762 

736

愛知県 

7,817 

7,998 

8,323 

8,767 

9,305 

9,800 

10,405 

10,819 

11,689 

12,889 

13,071 

13,841 

15,082 

15,446 

14,934

全 国 

157,811 

157,608 

168,969 

179,191 

188,297 

195,106 

199,016 

206,955 

222,635 

243,183 

250,529 

264,246 

285,911 

289,836 

283,854

豊田市 

1.08 

1.20 

1.22 

1.34 

1.45 

1.54 

1.42 

1.57 

1.70 

1.97 

1.84 

1.83 

2.07 

1.99 

1.93

愛知県 

1.19 

1.21 

1.25 

1.31 

1.38 

1.45 

1.54 

1.59 

1.71 

1.88 

1.89 

2.00 

2.16 

2.21 

2.12

全 国 

1.29 

1.28 

1.37 

1.45 

1.52 

1.57 

1.60 

1.66 

1.78 

1.94 

2.00 

2.10 

2.27 

2.30 

2.25

資料：人口動態統計、豊田市福祉保健部総務課調べほか 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 
資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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7 保育サービスの利用状況 

資1－7－1表　保育園・幼稚園別就園児童数の推移 

 

4,241 

4,137 

4,172 

4,403 

4,565 

4,556 

4,544 

4,614 

4,592 

4,720 

4,769 

4,974 

4,989 

5,109 

5,169 

5,314 

6,000 

5,931 

5,816 

5,534 

5,102 

4,957 

4,706 

4,728 

4,900 

5,106 

5,127 

5,101 

5,080 

5,214 

5,244 

5,353

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

 

440 

404 

392 

431 

502 

535 

578 

585 

582 

590 

557 

532 

530 

550 

516 

530 

0 

96 

168 

194 

200 

226 

234 

244 

226 

207 

205 

209 

222 

211 

206 

223

 

174 

154 

155 

154 

160 

147 

135 

125 

127 

133 

132 

118 

96 

94 

91 

85 

0 

0 

0 

0 

7 

8 

8 

7 

6 

7 

1 

3 

2 

2 

1 

2

 

188 

258 

276 

266 

299 

282 

251 

217 

225 

223 

217 

194 

191 

203 

190 

186 

53 

61 

53 

52 

45 

41 

40 

30 

39 

47 

43 

37 

39 

42 

41 

39

 

192 

201 

190 

180 

175 

200 

197 

193 

184 

171 

170 

161 

149 

138 

131 

103 

0 

3 

13 

22 

29 

29 

32 

26 

37 

32 

26 

24 

12 

18 

10 

4

 

41 

39 

38 

36 

35 

29 

50 

48 

49 

41 

50 

37 

34 

36 

33 

29 

31 

29 

25 

32 

40 

27 

31 

35 

33 

41 

43 

42 

32 

28 

31 

30

 

130 

125 

114 

119 

106 

102 

88 

99 

98 

90 

81 

66 

61 

60 

57 

56 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

 

5,406 

5,318 

5,337 

5,589 

5,842 

5,851 

5,843 

5,881 

5,857 

5,968 

5,976 

6,082 

6,050 

6,190 

6,187 

6,303 

6,084 

6,120 

6,075 

5,834 

5,423 

5,288 

5,051 

5,070 

5,241 

5,440 

5,445 

5,416 

5,387 

5,515 

5,533 

5,651

保
育
園
児
数

 
幼
稚
園
児
数

 

保育園児数は各年4月1日現在、幼稚園児数は各年5月1日現在 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 

区分 年 
（人） 

豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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0歳～2齢児 3歳児 4歳児 5歳児 

資1－7－2表　就学前児童の就園率の推移 

豊田市 

3.5 

3.7 

3.9 

4.1 

4.6 

4.7 

4.6 

5.7 

6.0 

6.2 

6.0 

6.2

新 市 

3.4 

3.6 

3.9 

4.1 

4.6 

4.7 

4.8 

5.7 

6.1 

6.4 

6.1 

6.4

豊田市 

42.2 

43.6 

42.3 

46.7 

47.0 

52.0 

49.6 

51.2 

51.0 

53.1 

52.2 

53.4

新 市 

44.4 

45.4 

44.8 

49.0 

50.0 

53.9 

51.6 

52.3 

52.5 

54.8 

53.3 

54.5

豊田市 

95.1 

95.8 

95.1 

95.1 

95.9 

94.9 

95.2 

95.0 

95.4 

94.4 

94.6 

96.5

新 市 

93.2 

93.7 

92.6 

92.5 

92.7 

92.4 

93.0 

92.8 

92.5 

92.6 

92.7 

94.0

豊田市 

96.8 

96.3 

97.0 

96.5 

96.0 

96.1 

95.9 

96.4 

95.5 

95.9 

94.7 

96.9

新 市 

95.1 

94.4 

94.9 

94.2 

93.7 

93.9 

93.7 

94.6 

93.1 

93.5 

93.1 

94.9

 

 

1993（平成  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

 各年4月1日現在。ただし、幼稚園児数については、5月1日現在の数値を用いています。 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 
　注：算出に用いた合併前の豊田市のデータ（平成15年までのデータ）には、市内の私立幼稚園に就園している市外 
　　　在住の園児を含み、市外の私立幼稚園に就園している市内在住の園児を含んでいません。 

（％） 

年 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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資1－7－3表　低年齢児保育の実施保育園数及び利用児童数の推移 

 

25 

25 

25 

25 

25 

26 

27 

30 

30 

30 

30 

31 

32 

35 

35 

36 

288 

318 

350 

406 

409 

441 

471 

501 

570 

583 

580 

705 

746 

773 

743 

748

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

12 

14 

19 

14 

17 

21 

34 

28 

27 

24 

36 

43 

44 

51 

35 

56

 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

9 

9 

5 

4 

5 

8 

13 

15 

9 

10 

18 

15 

12 

7 

10 

8

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

3 

4 

5 

6 

6 

3 

3 

5 

9 

14 

13 

17 

15 

13 

14

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

5 

0 

0 

1 

3 

3 

5 

6 

8 

6 

6 

12 

9 

9 

12

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

1 

7 

6 

6 

6 

4 

3 

7 

5 

6 

6 

6 

5

 

35 

35 

35 

35 

35 

37 

38 

41 

41 

40 

41 

42 

43 

46 

46 

47 

311 

349 

378 

430 

445 

485 

530 

558 

621 

637 

661 

787 

837 

861 

816 

843

実
施
保
育
園
数

 
利
用
児
童
数

 

各年4月1日現在 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 

（園） 

（人） 

区分 年 豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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資1－7－4表　長時間保育の利用児童数の推移 

 

1,226 

1,136 

1,146 

1,238 

1,332 

1,454 

1,555 

1,642 

1,833 

1,924 

1,890 

2,060 

1,976 

1,768 

1,966 

1,887 

28.9 

27.5 

27.5 

28.1 

29.2 

31.9 

34.2 

35.6 

39.9 

40.8 

39.6 

41.4 

39.6 

34.6 

38.0 

35.5

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

173 

166 

184 

166 

156 

133 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

31.1 

31.2 

34.7 

30.2 

30.2 

25.1

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

3 

7 

6 

8 

8 

9 

8 

6 

4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

2.4 

5.5 

4.5 

6.1 

6.8 

9.4 

8.5 

6.6 

4.7

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

10 

10 

15 

19 

20 

26 

25 

28 

28 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.6 

4.4 

6.7 

8.8 

10.3 

13.6 

12.3 

14.7 

15.1

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

11 

13 

21 

27 

25 

24 

21 

24 

11 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

7.1 

12.3 

15.9 

15.5 

16.1 

15.2 

18.3 

10.7

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

1,226 

1,136 

1,146 

1,238 

1,332 

1,454 

1,556 

1,666 

1,863 

1,966 

2,117 

2,279 

2,219 

1,988 

2,180 

2,063 

22.7 

21.4 

21.5 

22.2 

22.8 

24.9 

26.6 

28.3 

31.8 

32.9 

35.4 

37.5 

36.7 

32.1 

35.2 

32.7

利
用
児
童
数

 

総
保
育
園
児
数
に
占
め
る
利
用
児
童
数
の
割
合 

各年4月1日現在 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 

（人） 

（％） 

区分 年 豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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資1－7－5表　保育園入園待機児童数の推移 

 

 

0   

 

5   

 

1   

 

4   

 
1   

（1） 

3   
（4） 

5   
（5） 

 
44   

 

59   

 

63   

 

49   

 
21   

（29） 

47   
（55） 

62   
（73） 

 

 

0   

  

12   

 

4   

 

10   

 
2   

（3） 

4   
（7） 

6   
（7） 

   
40   

 

64   

 

72   

 

66   

 
23   

（36） 

36   
（43） 

35   
（42） 

 

 

0   

 

12   

 

2   

 

6   

 
3   

（4） 

4   
（5） 

3   
（5） 

   
48   

 

41   

 

58   

 

54   

 
20   

（24） 

31   
（38） 

33   
（44） 

 

 

 

0   

  

2   

 

0   

   

0   

  
0   

（0） 

0   
（0） 

4   
（4） 

   
9   

 

2   

 

0   

 

0   

 
4   

（4） 

12   
（12） 

3   
（3） 

 

 

 

0   

 

2   

 

0   

 

0   

 
0   

（0） 

0   
（0） 

0   
（0） 

   
1   

 

0   

 

0   

 

0   

 
0   

（0） 

0   
（0） 

0   
（0） 

 

 

 

0   

 

33   

 

7   

 

20   

 
6   

（8） 

11   
（16） 

18   
（21） 

  
142   

 

166   

 

193   

 

169   

 
68   

（93） 

126   
（148） 

133   
（162） 

 

 

1998（平成10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

1998（平成10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

4
月
1
日
現
在 

10
月
1
日
現
在 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4・5歳児 合 計 

資料：豊田市社会部子ども課調べほか 
備考：平成14年4月に保育園入園待機児童の定義が改正され、①他に入園可能な保育園（自宅から30分未満で通園

が可能な保育園等）があるにもかかわらず、特定の保育園を希望し、保護者の私的な理由により待機している場合、
②市が助成を行っている認可外保育施設で保育を受けている場合（保育園入園を希望している場合も含む。）は、
待機児童数に含めないことになりました。 

注 1 ：待機児童は合併前の豊田市のみに発生しています。 
注 2 ：括弧内の数値は改正前の定義によるものです。 

区分 年 

（人） 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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開設箇所数 利用児童数（人） 

資1－7－6表　認可外保育施設の開設箇所数及び利用児童数の推移 

 

7 

7 

7 

7 

7 

11 

11 

13 

14 

15 

18 

20 

25 

32 

35 

36

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

1 

1

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

2 

1 

1 

1

 

7 

7 

7 

7 

7 

11 

11 

13 

14 

15 

18 

20 

27 

33 

37 

38

 

103 

97 

118 

128 

135 

183 

131 

184 

186 

156 

202 

165 

179 

494 

423 

468

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

2 

4

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

16 

10 

13 

9

 

103 

97 

118 

128 

135 

183 

131 

184 

186 

156 

202 

165 

195 

504 

438 

481

各年4月1日現在 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 

年 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

豊田市 藤岡町 下山村 新　市 豊田市 藤岡町 下山村 新　市 

資
料
編
　
Ⅰ 

基
礎
デ
ー
タ 

資料編　Ⅰ 基礎データ 
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開設箇所数 利用児童数（人） 

資1－7－7表　放課後児童クラブの開設箇所数及び利用児童数の推移 

 

4 

3 

4 

5 

5 

5 

5 

12 

15 

20 

23 

36 

40 

42

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

2 

2 

2 

2 

2

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

1 

1 

1

 

4 

3 

4 

5 

5 

5 

5 

12 

15 

22 

25 

39 

43 

45

 

110 

85 

74 

73 

96 

90 

81 

178 

245 

307 

473 

805 

956 

1,124

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

25 

44 

39 

72 

68

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

3 

2 

1

 

110 

85 

74 

73 

96 

90 

81 

178 

245 

332 

517 

847 

1,030 

1,193

 

 

1991（平成  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

2004（　　16） 

各年5月1日現在 
資料：豊田市社会部子ども課調べほか 

年 
豊田市 藤岡町 小原村 新　市 豊田市 藤岡町 小原村 新　市 
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8 母子保健関係指標の推移 

資1－8－1表　乳児死亡率の推移 

新 市  

3.8 

2.6 

4.9 

4.5 

2.4 

3.4 

3.2 

3.5 

3.2 

2.1 

3.7 

3.9 

4.3 

3.5 

1.6

愛知県 

4.7 

4.3 

4.5 

4.2 

3.8 

4.1 

3.8 

3.7 

3.7 

3.2 

3.5 

3.2 

2.6 

2.8 

2.7

全 国  

4.6 

4.6 

4.4 

4.5 

4.3 

4.2 

4.3 

3.8 

3.7 

3.6 

3.4 

3.2 

3.1 

3.0 

3.0

資料：人口動態統計 

（％） 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 

資1－8－2表　新生児死亡率の推移 

新 市  

1.9 

1.1 

1.8 

2.0 

1.1 

1.3 

1.8 

1.7 

1.4 

1.5 

1.7 

2.4 

2.3 

1.6 

1.2

愛知県 

2.6 

2.1 

2.6 

2.1 

2.0 

2.2 

2.1 

2.0 

2.0 

1.7 

1.8 

1.9 

1.5 

1.4 

1.4

全 国  

2.6 

2.6 

2.4 

2.4 

2.3 

2.3 

2.2 

2.0 

1.9 

2.0 

1.8 

1.8 

1.6 

1.7 

1.7

資料：人口動態統計 

（％） 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 

資1－8－3表　死産率の推移 

新 市 

36.8 

29.1 

33.4 

32.1 

30.0 

23.8 

26.0 

24.9 

28.7 

24.6 

25.5 

27.2 

26.2 

30.0 

28.0

愛知県 

38.4 

38.8 

34.6 

34.6 

32.5 

28.2 

27.9 

27.8 

28.9 

27.2 

26.5 

27.4 

27.5 

27.6 

27.1

全 国  

42.4 

42.3 

39.7 

38.9 

36.6 

33.5 

32.1 

31.7 

32.1 

31.4 

31.6 

31.2 

31.0 

31.1 

30.5

資料：人口動態統計 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

（％） 

年 資
料
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資料編　Ⅰ 基礎データ 



193TOYOTA CITY

資1－8－4表　周産期死亡数及び率の推移 

 

25 

14 

23 

30 

25 

9 

31 

25 

24 

20 

33 

22 

23 

36 

29

愛知県 

407 

344 

393 

384 

327 

335 

518 

474 

498 

443 

444 

424 

389 

386 

346

全 国  

7,450 

7,001 

6,544 

6,321 

5,989 

6,134 

8,412 

8,080 

7,624 

7,447 

7,102 

6,881 

6,476 

6,333 

5,929

新 市 

5.3 

3.1 

5.1 

6.7 

5.5 

1.9 

6.8 

5.4 

5.4 

4.2 

7.2 

4.8 

5.2 

8.3 

6.7

愛知県 

5.7 

4.8 

5.5 

5.4 

4.6 

4.5 

7.2 

6.4 

6.8 

5.9 

6.0 

5.6 

5.3 

5.4 

4.9

全 国  

6.0 

5.7 

5.3 

5.2 

5.0 

5.0 

7.0 

6.7 

6.4 

6.2 

6.0 

5.8 

5.5 

5.5 

5.3

資料：人口動態統計 

周産期死亡数（人） 周産期死亡率（％） 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

年 
新 市 

資1－8－5表　低体重児出生率の推移 

新 市 

6.2 

6.5 

6.9 

6.8 

7.1 

7.0 

6.7 

7.8 

7.5 

8.4 

8.1 

8.1 

8.2 

9.5 

8.3

愛知県 

6.2 

6.4 

6.6 

6.8 

6.8 

7.3 

7.6 

7.5 

7.9 

8.2 

8.6 

8.7 

9.0 

9.4 

9.3

資料：人口動態統計 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

（％） 

年 
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0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

55 

48 

59 

49 

56 

46 

50 

44 

55 

54 

82 

69 

77 

74 

74 

918 

808 

795 

914 

810 

820 

798 

716 

660 

651 

590 

586 

573 

551 

535

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

1 

1 

1 

3 

0 

2 

2 

1 

3 

1 

4 

1 

5 

17 

28 

13 

18 

15 

15 

24 

14 

12 

12 

12 

14 

11 

9 

20

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

6 

6 

4 

4 

2 

6 

1 

4 

5 

4 

4 

0 

3 

2 

2

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

1 

11 

14 

5 

7 

6 

5 

8 

5 

9 

5 

10 

5 

8 

8 

8

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

2 

5 

8 

11 

8 

7 

7 

11 

3 

2 

5 

1 

5 

5 

4 

5

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

2 

4 

6 

2 

4 

4 

7 

5 

3 

3 

1 

1 

2 

0 

1

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

3 

3 

4 

1 

3 

4 

1 

3 

2 

4 

2 

7 

7 

1 

1

 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

55 

50 

61 

53 

57 

49 

53 

47 

58 

56 

86 

72 

84 

76 

83 

962 

871 

838 

954 

847 

861 

850 

750 

693 

684 

620 

618 

609 

575 

572

〜
14
歳 

15
〜
19
歳 

20
〜
24
歳 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

区分 年 豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 

資1－8－6表　母親の年齢（5歳階級）別出生数の推移 
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2,144 

2,128 

2,087 

1,949 

2,010 

2,165 

2,003 

2,106 

2,025 

2,131 

1,943 

1,927 

1,731 

1,646 

1,549 

984 

945 

995 

948 

994 

1,056 

1,013 

1,088 

1,129 

1,265 

1,351 

1,354 

1,401 

1,391 

1,443 

186 

207 

182 

181 

208 

202 

185 

234 

206 

217 

253 

288 

284 

314 

361 

 

 

64 

64 

80 

81 

93 

90 

68 

86 

73 

86 

71 

87 

68 

73 

47 

34 

37 

52 

45 

54 

75 

63 

72 

57 

85 

76 

88 

70 

65 

70 

7 

5 

6 

12 

9 

9 

15 

16 

17 

15 

19 

18 

23 

25 

22

 

19 

22 

15 

22 

19 

16 

15 

16 

15 

5 

10 

12 

16 

7 

11 

10 

7 

8 

13 

17 

11 

14 

11 

10 

11 

7 

9 

8 

10 

7 

3 

3 

1 

3 

3 

3 

1 

3 

3 

4 

2 

4 

4 

4 

1

 

61 

39 

41 

37 

44 

39 

25 

37 

21 

29 

22 

22 

21 

20 

17 

41 

28 

22 

22 

24 

17 

18 

27 

20 

16 

23 

24 

19 

16 

15 

3 

4 

10 

1 

4 

4 

4 

8 

6 

13 

12 

6 

5 

11 

6

 

26 

28 

29 

35 

32 

40 

19 

29 

27 

17 

15 

14 

13 

6 

11 

9 

19 

14 

14 

11 

14 

13 

18 

13 

19 

16 

10 

9 

6 

17 

1 

0 

2 

1 

3 

5 

6 

2 

4 

1 

3 

2 

5 

3 

3 

 

 

16 

18 

6 

11 

11 

10 

8 

8 

8 

5 

9 

1 

5 

8 

8 

4 

11 

9 

4 

10 

13 

5 

6 

3 

3 

9 

3 

8 

3 

5 

3 

0 

1 

0 

3 

1 

5 

0 

2 

2 

6 

0 

2 

2 

2 

 

 

13 

16 

12 

8 

7 

5 

6 

9 

7 

10 

4 

5 

5 

6 

7 

8 

8 

17 

11 

15 

14 

4 

4 

3 

5 

6 

7 

7 

7 

4 

1 

0 

1 

5 

2 

3 

0 

3 

0 

4 

1 

3 

2 

2 

2 

 

 

2,343 

2,315 

2,270 

2,143 

2,216 

2,365 

2,144 

2,291 

2,176 

2,283 

2,074 

2,068 

1,859 

1,766 

1,650 

1,090 

1,055 

1,117 

1,057 

1,125 

1,200 

1,130 

1,226 

1,235 

1,404 

1,488 

1,495 

1,522 

1,498 

1,561 

204 

219 

203 

203 

232 

227 

216 

266 

238 

256 

296 

321 

325 

361 

397

25
〜
29
歳 

30
〜
34
歳 

35
〜
39
歳 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

区分 年 豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 
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26 

21 

26 

20 

19 

17 

14 

27 

31 

34 

19 

35 

27 

27 

40 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

2 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

4,314 

4,158 

4,145 

4,061 

4,097 

4,307 

4,065 

4,217 

4,107 

4,352 

4,238 

4,259 

4,093 

4,004 

4,002

 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

2 

1 

2 

0 

2 

0 

2 

0 

4 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

123 

137 

153 

158 

172 

193 

172 

191 

163 

199 

183 

208 

178 

173 

168

 

1 

2 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

39 

40 

29 

44 

42 

36 

33 

34 

34 

24 

23 

25 

34 

23 

21

 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

2 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

116 

85 

78 

69 

79 

66 

57 

78 

58 

64 

67 

58 

53 

56 

48

 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

41 

55 

57 

59 

53 

67 

50 

54 

46 

42 

36 

32 

33 

19 

38

 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

25 

33 

24 

17 

28 

29 

26 

19 

16 

13 

26 

7 

17 

13 

18

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

25 

27 

34 

25 

27 

26 

11 

19 

13 

23 

13 

24 

21 

16 

14

 

27 

24 

30 

23 

21 

20 

19 

30 

36 

34 

22 

38 

30 

27 

46 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

2 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

4,683 

4,535 

4,520 

4,433 

4,498 

4,724 

4,414 

4,612 

4,437 

4,717 

4,586 

4,613 

4,429 

4,304 

4,309

40
〜
44
歳 

45
〜
49
歳 

総
　
数 

 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

1989（平成元） 

1990（　　  2） 

1991（　　  3） 

1992（　　  4） 

1993（　　  5） 

1994（　　  6） 

1995（　　  7） 

1996（　　  8） 

1997（　　  9） 

1998（　　10） 

1999（　　11） 

2000（　　12） 

2001（　　13） 

2002（　　14） 

2003（　　15） 

区分 年 豊田市 藤岡町 小原村 足助町 下山村 旭　町 稲武町 新　市 

資料：人口動態統計 
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Ⅱ 計画の策定体制 



199TOYOTA CITY

1 策定経過 

平成15年6月 

7月 

8月 

9月 

 

 

11月 

 

 

 

 

平成16年1月 

 

 

 

2月 

 

 

 

3月 

 

 

4月 

○（仮称）第2次豊田市児童育成計画策定方針の決定 

○豊田市児童育成計画策定懇話会の市民委員の公募（7月1日～同月30日） 

○豊田市児童育成計画策定懇話会の市民委員の決定 

○次世代育成支援対策管内町村連絡会議の開催 

（愛知県豊田加茂事務所健康福祉課主催） 

○豊田市子育て支援に関する市民意向調査の実施（9月～10月） 

○第1回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・次世代育成支援に関する国の取組について（行政説明） 

・（仮称）第2次豊田市児童育成計画策定方針について（行政説明） 

・豊田市児童育成計画策定懇話会の進め方について 

・豊田市児童育成計画策定懇話会座長の選任について 

○保育園・幼稚園の園長、主任、保育師等を対象に、次世代育成支援対策への

提言を募集（1月8日～同月30日） 

○第2回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・豊田市の子育て・子育ちを取り巻く課題について 

○第3回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・計画策定の基本的視点について 

・計画の基本理念について 

・施策の取組方針について 

○第4回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・計画の基本理念について 

・施策の取組方針及び主な施策等について 

○第1回豊田市児童育成計画策定委員会の開催 

・次世代育成支援対策について（事務局説明） 

・計画策定方針及び計画策定スケジュールについて（事務局説明） 

・計画の骨子について（事務局説明） 

・子育て支援策等の立案について 

○第5回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・施策の取組方針及び主な施策等について 
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平成16年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 

 

 

 

 

6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 

8月 

○第2回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

※愛知県豊田加茂事務所健康福祉課主催の次世代育成支援対策管内町村連

絡会議を市社会部子ども課が引き継ぐ 

・各市町村の計画策定状況について 

・単一計画策定に向けた調整事項について 

○第6回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・施策の取組方針及び主な施策等について 

・計画の推進方策について 

○第2回豊田市児童育成計画策定委員会の開催 

・（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案について 

○第4回行政経営会議へ付議 

・（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案のパブリックコメントの実施について 

○第3回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

・（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案について 

・ 定量的目標数値の設定について 

○（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案の公表 

○豊田市子育て支援に関する市民意向調査の結果の公表 

○パブリックコメント（計画素案に対する市民意見の提出）の実施 

（6月21日～8月13日） 

○グループインタビュー（計画素案に対する子育て家庭等の意見聴取）参加団体

の募集（6月21日～7月16日） 

○平成16年度第1回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会の開催 

・諮問 

・副専門分科会長の選出について 

・（仮称）第2次豊田市児童育成計画について 

○（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案の概要を広報とよた7月1日号に掲載 

○グループインタビューの実施（8月17日～8月31日） 

○平成16年度第2回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会の開催 

・計画案の審議の進め方について 

・パブリックコメントの実施結果について 

・計画の総論について 
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平成16年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

11月 

 

 

 

 

12月 

○第7回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・計画案の取りまとめ作業の進め方について 

・パブリックコメントの実施結果について 

・グループインタビューの実施結果について 

・保健福祉審議会児童専門分科会の委員意見等を踏まえた計画素案の見直

し・修正等について 

○平成16年度第3回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会の開催 

・パブリックコメントの実施結果について 

・グループインタビューの実施結果について 

・計画の各論について 

○第8回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・パブリックコメントにより寄せられた市民意見に対する市の考えについて 

・グループインタビューにおいて聴取した意見に対する市の考えについて 

・重点施策について 

○平成16年度第4回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会の開催 

・計画の各論について 

・計画の推進方策について 

・答申案について 

○第9回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・重点課題及び重点事業について 

・計画の通称名について 

○平成16年度第5回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会の開催 

・答申について 

○第10回豊田市児童育成計画策定懇話会の開催 

・重点事業について 

・計画の通称名について 

・計画素案の見直し・修正等について 

○第4回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

○第5回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

○第6回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

○第7回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

資
料
編
　
Ⅱ 

計
画
の
策
定
体
制 

資料編　Ⅱ 計画の策定体制 



202 TOYOTA CITY

平成17年1月 

 

2月 

 

3月 

○第24回行政経営会議へ付議 

・豊田市次世代育成支援行動計画案の取りまとめについて 

○第8回市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会の開催 

○豊田市次世代育成支援行動計画の決定 

○豊田市次世代育成支援行動計画の概要（重点事業）を広報とよた3月1日号に

掲載 
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2 策定体制 

豊田市保健福祉審議会児童専門分科会 

豊田市児童育成計画策定委員会 

関　係　課 

計画策定作業部会 
（豊田市社会部子ども課） 

市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会 
（藤岡町・小原村・足助町・下山村・旭町・稲武町） 

園　長　会 

豊田市児童育成計画策定懇話会 

市
議
会 

市
　
長 

市
　
民 

学
識
経
験
者 

説明 

意見 

意見 計画策定 
指示 説明 

説明 

説明 

協議 

調整 

参画 

単一計画策定に係る協議・調整 

参画 

助言 

提言 

計画案 

計画策定作業 

市民意向調査 

計画素案に対する 
意見の提出 
（パブリックコメント） 

子育て支援部会 

幼保一体化部会 

家庭福祉保健部会 

事
　
務
　
局 

諮問 答申 
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3 策定方針 

1　計画の意義及び役割 

 

 

 

2　計画策定の理由 

 

 

 

 

 

3　計画策定（子育て支援

策の立案）に必要な視

点 

 

 

4　計画策定の基本姿勢 

 

 

 

5　計画の期間 

 

 

 

6　計画の対象 

 

（１）第6次総合計画・基本計画の分野別計画の具現化 

（２）第6次総合計画・推進計画の重点政策の実現 

（３）市民・企業・行政が協働して取り組むための目標提起 

（４）国・県に対する働きかけの根拠 

（１）少子化対策の取組方針の明確化と政策の具現化 

（２）児童育成計画の計画期間の終了 

（３）母子保健計画の計画期間の終了 

（４）次世代育成支援対策推進法に基づく市町村行動計画の策定

の義務付け 

（５）市町村合併への対応 

（１）在宅で子育てを行う家庭への支援強化の必要性 

（２）共働き世帯への支援強化の必要性 

（３）子育て支援サービスの担い手の重層化 

（４）サービスの質の向上の必要性 

（５）児童虐待への対応の必要性 

（１）子育て家庭の実態と市民ニーズの適切な把握 

（２）計画策定過程における市民と行政のパートナーシップの推進 

（３）計画決定過程の明確化 

（４）計画の事後評価の推進 

平成17年度から平成26年度までの10年間。 

ただし、次世代育成支援対策推進法により市町村行動計画を５年

ごとに策定することが義務付けられることになるため、平成21年度に

市民意向調査を実施するなどにより、必要な見直しを行うこととする。 

0歳から9歳（小学校3年生）までの児童及びその児童を養育する

家庭。 

なお、妊娠・出産に関する施策、対象とする児童の年齢を限定でき

ない施策等の立案についても、本計画で担任し柔軟に対応すること

とする。 

項　　目 内　　　　　容 
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7　計画の策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8　計画の策定スケジュール 

（１）市民の参画 

市民意向調査の実施、計画策定懇話会の市民委員の公募、

市保健福祉審議会児童専門分科会への参画、パブリックコメ

ント（計画素案に対する市民意見の提出）の実施、計画策定

懇話会等の会議傍聴 

（２）学識経験者の参画 

計画策定懇話会への参画、市保健福祉審議会児童専門分

科会への参画 

（３）市職員の参画 

計画策定委員会への参画、計画策定作業の実施及び子育て

支援策の立案 

（１）平成15年8月から同年10月まで 

計画策定委員会の設置、市民意向調査の実施、計画策定懇

話会の設置　等 

（２）平成15年11月から平成16年5月まで 

市民意向調査の結果分析、計画素案の取りまとめ　等 

（３）平成16年6月から平成17年1月まで 

パブリックコメントの実施、計画案の審議、計画の決定　等 

4 豊田市保健福祉審議会児童専門分科会 

「豊田市保健福祉審議会」は、社会福祉

法（昭和26年法律第45号）第7条第1項

及び第12条第1項の規定に基づく組織と

して、豊田市保健福祉審議会条例（平成12

年条例第１号）に同審議会の組織及び運営

に関する事項を規定しています。 

計画の策定に当たり、市長から同審議会

に対し計画の審議を諮問し、児童及び母子

の保健福祉に関する事項を審議事項とす

る同審議会の児童専門分科会が審議を担

任しました。 

同児童専門分科会は、パブリックコメント

及びグループインタビューにより寄せられ

た計画素案に対する市民意見を踏まえ計

画の内容を審議し、答申（審議の結果）には、

計画を推進していくうえで特に集中的に取

り組むべき課題等を取りまとめています。 

（１）役割 
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（２）委員（18人） 

氏　　　　　名 職　　　　　名 

（五十音順・敬称略） 

豊田商工会議所副会頭 

豊田市保育園・幼稚園保護者の会会長 

豊田市私立幼稚園保護者の会副会長 

豊田加茂歯科医師会専務理事 

中京大学教授 

豊橋創造大学短期大学部教授 

連合愛知豊田地域協議会代表 

豊田市私立幼稚園協会副会長 

豊田市母子保健推進員の会会長 

豊田加茂医師会会員 

豊田加茂医師会会長 

豊田市民生児童委員協議会主任児童委員部会部会長 

豊田市保育園・幼稚園保護者の会副会長 

社会福祉法人清心会（東保見保育園）理事長 

名古屋大学名誉教授 

児童養護施設梅ケ丘学園園長 

桜花学園大学教授 

豊田市小中学校長会副会長 

◎専門分科会長、○副専門分科会長 

今　井　康　夫 

大　岩　抄代子 

大　岩　美　子 

大　澤　六　也 

大　友　昌　子 

大　森　　　子 

岡　田　　　剛 

尾　関　忠　雄 

神　谷　　　笑 

鈴　木　清　明 

田　中　　　潤 

都　築　恒　子 

浜　田　真　弓 

福　上　道　則 

堀　内　　　守 

○　室　田　満　夫 

◎　谷田沢　典　子 

横　地　將　博 
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（３）諮問 

 

 

豊田市保健福祉審議会 

委員長　堀　内　　守　様 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田市長　鈴　木　公　平 

 

豊田市保健福祉審議会条例（平成12年条例第1号）第3条第1項の規定に基づき、次のとお

り諮問する。 

 

諮　問 

（仮称）第2次豊田市児童育成計画について貴審議会の意見を求めます。 

 

添付資料 

1　（仮称）第2次豊田市児童育成計画素案 

2　豊田市子育て支援に関する市民意向調査報告書 

（４）答申 

備考：添付資料の計画素案及び調査報告書の掲載は省略します。 

平成16年11月24日 

 

豊田市長　鈴　木　公　平　様 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田市保健福祉審議会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　堀　内　　守 

 

（仮称）第2次豊田市児童育成計画について（答申） 

 

平成16年6月28日付け豊子発第961号で諮問のありました（仮称）第2次豊田市児童育成計画に

つきましては、本審議会児童専門分科会において5回にわたる会議を重ね審議を行った結果、適当で

あるとの結論を得たので答申します。 

なお、パブリックコメント及び子育て家庭の保護者グループ等を対象に実施したインタビューにより

寄せられた市民意見及び本審議会児童専門分科会における議論を踏まえ、重点課題を取りまとめま

したので、市長におかれましては、（仮称）第２次豊田市児童育成計画を推進していくうえで、特に集中

的に取り組むべき課題として適切な対応を要望します。 

また、（仮称）第2次豊田市児童育成計画の審議を担任しました本審議会児童専門分科会の会議

録を別添のとおり整理しましたので、各委員の意見につきましても、配慮をお願いします。 

豊 子 発　第961号 

平成１６年6月28日 
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さらに、本審議会としては、子育てについては父母その他の保護者が第一義的責任を有するとの

基本的認識に立ち、同時に、次代の社会を担う子どもたちの幸せを第一に考え、子育て家庭におけ

る子育て力が高まるよう必要な支援策を社会全体で講じていくこと（「次世代育成支援」）が重要で

あると考えます。 

このため、次世代育成支援については、行政、職域、地域、家庭、個人など、社会を構成するすべて

の主体が、それぞれの責任と役割を自覚し、自主的かつ積極的な取組を進めていく必要があります。

つきましては、本計画にも挙がっています次世代育成支援対策推進法第21条第1項の規定に基づ

く「次世代育成支援対策地域協議会」を早期に設置し、重点課題に対する取組について多様な主

体の理解と協力を得ながら適切に進められることを要望します。 

最後に、本計画に掲げられた基本理念である「子ども・親・地域が育ちあう　子どもたちの笑顔が

輝くまち豊田」の実現に向けて、21世紀を担う子どもたちの健やかな成長を支援するための環境づく

りが着実に進むことを期待します。 

（重点課題） 

1　子どもの権利擁護の推進 

子どもの権利保障を進めるためには、子どもを保護される客体から、独立した人格と尊厳を持ち、

権利を享受し行使する主体としてとらえ直していくことが必要である。また、子ども一人ひとりが置

かれている状況を子どもの側に立ってとらえ、その子どもにとって何が最も良いのかを考えていくこ

と、つまり、子どもにとって「最善の利益」を考慮することも必要である。 

このため、予定事業として挙げられている「（仮称）とよた子ども条例の制定」については、次代

を担うすべての子どもの権利が擁護され、意見が尊重される社会環境づくりを進めるために必要

であり、この条例により、子どもがライフステージに応じて「豊かな子ども期」を過ごしていけるよう、

社会全体で支援していく仕組みが確立されることを期待する。 

また、子ども条例のようにすべての市民に関わりが深い条例の制定には、広範な市民参加が

保障されることが必要であり、市民、行政、子ども関係の現場職員（保育師、教諭、児童委員など）、

保護者、子どもなどの多様な主体の参加機会が保障されなくてはならない。こうした参加が制定

された条例の内容を向上させ、周知させ、市民や関係者がその遂行に責任を持つことにつながる

と考える。 

なお、本計画の策定に関し、子どもの考えが取り入れられていないとの批判もあり、子ども条例

の制定に当たっては、子どもの参加に特に配慮する必要があると考える。 

また、条例の内容にも、「子ども会議」などによる行政への意見表明や、子どものまちづくりへ

の積極的な参加を通して、子どもの意見を行政施策やまちづくりに活かしていく仕組みを盛り込む

ことが必要であると考える。 

2　親育ち支援の充実 

子育てに関する不安や悩みは、子どもの成長・発達や家庭環境の変化に伴い、病気や発育・

発達に関すること、食事や栄養に関すること、しつけや生活習慣に関することなど、様々な時期に

様々な形となって現れてくる。 

しかし、近年の親子を取り巻く生活様式や価値観の多様化は、子育ての智恵や経験を地域社

会の中で受け継いでいくことを困難にさせており、今後ますます親の子育て力が低下していくこと

が心配される。 

こうした中、親も、子どもと共に学び、成長していくことが重要であり、子育てに関する講座や情

報提供等の学習機会については、これまで以上に充実を図ることが必要である。 

そこで、現在実施している母親教室やマタニティ教室、ベビー教室、離乳食・幼児食教室、思

春期教室等の各種教室・講座については、妊娠期・乳幼児期から思春期に至る子どもの成長・

発達段階に応じたきめ細かな知識や情報を提供していくため、「（仮称）子育て・親育ち教室」と

して体系的に整理するとともに、多様なニーズに対応し、より一層利用しやすい、参加しやすい 
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ものにすることが必要であると考える。 

また、学習機会を通じて、親としての責任や自覚の高揚を図るとともに、親同士の交流を促し、子

育てに関する不安や悩みだけでなく、楽しみや喜びも分かち合える子育てサークル等の仲間づくり

につなげていくことも重要である。 

さらに、男女がともに子育てを担う男女共同参画社会を実現するためには、父親の育児参加を

推進することも重要であり、これらの教室を通じて父親の育児に対する意識改革に取り組むととも

に、父子参加型の教室・講座についても積極的に推進することを期待する。 

3　子育て家庭の交流の推進 

様々な子育て支援策を講じて、親の負担を軽減することも必要であるが、親が単なる「サービス

の一方的な受け手」となってしまう支援は適切ではない。むしろ、親自身の主体的な取組を促し、家

庭や地域における子育て力を高める施策が必要であると考える。 

また、子育て支援策として、市民が望む施設整備は、「公園・広場の充実」、「雨天時でも遊べる

屋内施設の充実」、「子育て支援センターの増設」などであり、子育て家庭は身近な地域の中に

気軽に出掛けられる場を求めている。 

これまでも、地域子育て支援センターや子育てひろば、子育てサロンを開設し、子育て家庭の交

流の場や育児相談の機会を提供してきているが、親の子育て力が低下している中では、親も、子ど

もと共に学び、成長していくことができる場や機会をさらに充実させることが必要である。 

このため、様々な親子が気軽に集い、交流できる場として「親子つどいの広場」の整備を進める

ことや、親による主体的な取組として様々な活動を行っている子育てサークルの活動を支援するこ

とは、親同士が学び育ちあう場や機会を今まで以上に確保できることとなり、親の子育て力を高め

る効果が期待できる。 

また、こうした活動が活発化することにより、地域における子育て力も高まり、互助の再生強化に

つながることを期待する。 

４　虐待予防の推進 

核家族化や社会連帯の希薄化などによる「母子の孤立」や、乳幼児との触れ合い経験がない

まま親になる者の増加などにより、家庭における子育て力が低下している。 

市民意向調査の結果によると、子育てが嫌になることが「よくある」「ときどきある」と回答した

就学前児童の保護者が14.8％、小学生の保護者が12.9％あり、「たまにある」を加えると、就学

前児童の保護者が65.5％、小学生の保護者が59.6％である。また、子育てに自信が持てなくなる

ことが「よくある」「ときどきある」と回答した就学前児童の保護者が21.2％、小学生の保護者が

21.0％あり、「たまにある」を加えると、就学前児童の保護者が76.9％、小学生の保護者が77.9％

である。 

このように、多くの子育て家庭が育児不安を抱え、母親の育児への負担感が高まっている中で

は、子どもの成長に悪影響を及ぼすことが懸念される。 

このため、子どもの幸せという視点に立って、家庭における子育て力を高める支援が必要になっ

ているが、「おめでとう訪問」や「育児支援家庭訪問事業」は、育児が困難な家庭の子育て支援

として効果的であり、母子の孤立予防と早期の虐待予防につながると考える。ただ、子育て家庭

の状況が多様化していることを踏まえ、一律の対応ではなく、個々の子どもや子育て家庭のニーズ

に即したきめ細かな施策を実施することが必要である。 

5　保育サービスの充実 

保育サービスについては、市民意向調査の結果やパブリックコメント等により寄せられた市民意

見をみても、非常にニーズが高く多様化していることから、さらにその充実を図ることが必要である。 

具体的には、年度途中において女性の職場復帰のニーズに応えることができず、依然として待

機者が多く存在する現状にあっては、待機児童の解消に努めることが必要である。今後とも女性

の就労が増加すると考えられることから、優先課題としての位置付けが必要と考える。 
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また、多様な保育ニーズを踏まえ、延長保育、夜間保育、休日保育や病後児保育等について、

子どもの育ちに十分配慮しながら必要なサービスを提供していくことが必要である。 

さらに、パートタイム労働者の増加など就労形態の多様化が見込まれる中では、特定保育や一

時保育等の実施を進め、柔軟な対応を図っていくことが適当である。 

なお、これらの保育サービスの提供に当たっては、子どもの幸せを第一に考えるとともに、利用者

の生活実態やニーズを十分に踏まえてサービスの提供体制を整備することが必要である。 

また、行政としては、民間活力の導入を進めていくことも、保育サービスの充実を図るための有効

な手段であり、待機児童の解消に向けた認可外保育施設の活用や、私立保育園・幼稚園との適

切な役割分担による多様なサービス提供、医療機関による病後児保育の実施などを進めていくこ

とが適当であると考える。 

6　幼保一体化総合施設の整備の推進 

多様な教育・保育ニーズへの対応が求められている中では、親の就労の有無・形態等で区別す

ることなく、就学前の子どもに適切な幼児教育・保育の機会を提供していくことを目指す幼保一体

化総合施設の整備に期待するところである。 

総合施設については、本年8月25日に、中央教育審議会幼児教育部会と社会保障審議会児

童部会の合同の検討会議がこれまでの議論を整理し中間まとめを取りまとめている。この中間まと

めにおいて、総合施設の在り方については、「子どもの視点に立ち、「子どもの最善の利益」を第

一に考え、次代を担う子どもが人間として心豊かにたくましく生きる力を身に付け、また、子どもを育

成する父母その他の保護者や地域の子育て力が高まるよう、地域に開かれたものとして地域の様々

な人々の参加も得つつ、各種の支援を行うことにより、子育てをする人が子育てに喜びを実感でき

るような社会を形成していくとの基本的認識に立って検討することが重要である。」と整理している。

これは、本審議会委員の意見及びパブリックコメント等により寄せられた市民意見にも合致する考

え方である。 

このため、本市における幼保一体化総合施設についても、子どもの幸せを第一に考え、保育園

と幼稚園それぞれの役割と機能を適切に発揮できる施設として整備していく必要があると考える。 

加えて、幼保一体化総合施設の整備を契機に、市民ニーズの高い3年保育（3歳児からの就園）

への対応についても、子どもの育ちに配慮しながら検討を進めることが重要であると考える。 

7　保育園・幼稚園の第三者評価事業の推進 

福祉サービスの対象者が特定の選別された対象から普遍化された対象（すべての市民）へと広

がっていることから、誰もがいつでも必要に応じて容易にサービスを利用できるための情報提供の

仕組みをつくることが重要となっている。 

また、利用者がサービスを利用する場合は高い水準を備えた事業者を選ぶのは当然なことであり、

その選択肢として、的確でわかりやすい情報を提供していく必要がある。 

このため、評価結果の公表により、そのサービスの質の高さが利用者に理解され、施設やサービ

スの選択に資する第三者評価事業を積極的に推進する必要があると考える。 

本市が実施を予定している第三者評価事業においては、事業者の提供するサービスをより高い

水準へ誘導する役目を適切に果たしてほしいと考える。ただ、個性化の時代にあっては、第三者評

価を実施したことによって、その施設の持っている個性や特性を抑えたり、均一化へ誘導してしまう

ことのないように注意することも必要である。 

また、第三者評価を受審したことが地域に伝わり、利用者に好感を持たれ、事業者の社会的信

頼が高まるような配慮も必要であると考える。 

8　放課後の子どもたちの居場所づくりの推進 

現在、小学校の余裕教室等において実施している放課後児童健全育成事業（「放課後児童

クラブ」）については、小学校就学期の子どもを持つ家庭の子育てと仕事の両立を支援するという

観点から、また、遊びを通した異年齢児との交流等により子どもたちの健全な育成を図るという 
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観点からも、有意義な取組である。 

今後とも小学校就学期の子どもを持つ親の共働きが進むことが予想されることや、子ども同士

の遊びや交流の機会が減少していることなどから、その役割はますます重要になってくる。 

このため、受入体制の整備や受入対象児童の拡大などを進め、その内容の一層の充実を図る

必要がある。 

また、放課後対策として、地域のすべての子どもに居場所を確保することも重要である。 

このため、地域において安全な居場所を確保するという観点では、自治区の区民会館や集会所

等の地域の社会資源の活用や、その運営に当たっても、地域の人材やＮＰＯ等の活用について

検討を進めるなど、利用者のニーズや地域の実情に応じた効果的・効率的な取組が必要であると

考える。 

さらに、こうした地域における「子どもたちの居場所づくり」の取組が、地域における子育て力の

強化や地域の活性化につながることを期待する。 

9　子育てに関する情報提供の充実 

本計画には各種の子育て支援サービスが盛り込まれ、計画的に実施されることになるが、市民

意見の中には、行政や各種団体等が実施している子育て支援サービスが市民に十分周知されて

いない、提供されている情報もわかりにくいなどの指摘がある。 

また、昨今はマスメディア等の発達によって、様々な子育て情報が氾濫しており、このことが逆に

不安感を助長する傾向もあることから、適切な時期に適切な情報を提供していくことも、子育て支

援に関する市の取組として重要であると考える。 

このため、子育てに関する情報をインターネット上で気軽に入手できるよう、「（仮称）子育て応

援ホームページ」を開設することを提案する。子育てに役立つ最新の情報を提供するだけでなく、

子育て支援サービスを実施している各種団体や地域で活動する子育てサークル等のホームペー

ジとのリンクを図るなど、子育てに関する情報を網羅した総合的なホームページとして整備すること

が必要であると考える。 

また、本計画に挙げられている「子育て応援情報誌」についても、ホームページと同様に、子育

てに関する情報を網羅した情報誌として作成し、母子健康手帳の交付等の適切な時期に配付す

るなどの対応が必要であると考える。 

なお、ホームページの開設や情報誌の作成に当たっては、市民の意見を聴き、市民が入手した

い情報を分かりやすく掲載することが重要であるため、適切な対応を期待する。 

 

（別　添） 

第1回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会　会議録（要約表記） 

第2回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会　会議録（要約表記） 

第3回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会　会議録（要約表記） 

第4回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会　会議録（要約表記） 

第5回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会　会議録（要約表記） 

備考：別添の会議録の掲載は省略します。 
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5 豊田市児童育成計画策定懇話会 

計画の策定は、市民と行政の共働により

進める必要があるとの考えから、計画の策

定作業への市民の直接的な参画機会として、

「豊田市児童育成計画策定懇話会」を設置

しました。計画策定懇話会は、学識経験者

及び公募による市民委員により組織し、計

画策定の庁内推進組織である豊田市児童

育成計画策定委員会と連携して計画の策

定作業を進めました。 

計画策定懇話会は、行政の外部の立場か

ら、計画策定過程における現状分析、課題

抽出、基本理念の設定、施策・事業の立案等

について、計画策定作業の初期段階から計

画案の最終取りまとめまでの約１年間にわ

たって、随時必要な助言及び提言を行いま

した。 

（１）役割 

6 市民の参画 

策定方針に掲げました「子育て家庭の実

態と市民ニーズの適切な把握」、「計画策

定過程における市民と行政のパートナーシ

ップの推進」及び「計画決定過程の明確化」

の3つの「計画策定の基本姿勢」に基づき、

計画の策定過程等において様々な市民の

参画機会を確保し、市民と行政の共働によ

る計画づくりを進めました。 

（２）委員（9人） 

氏　　　　　名 職　　　　　名 

（五十音順・敬称略） 

愛知教育大学助教授 

豊橋創造大学短期大学部教授 

市民委員 

市民委員 

桜花学園大学教授 

市民委員 

市民委員 

名古屋市立大学教授 

名古屋大学助教授 

◎座長 

大　村　　　惠 

◎　大　森　　　子 

岡　本　智　恵 

河　上　和　代 

神　田　英　雄 

貞　島　容　子 

鈴　木　美　苗 

藤　田　栄　史 

吉　田　久美子 
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計画策定の基本姿勢「子育て家庭の実

態と市民ニーズの適切な把握」に基づき、

子育て家庭の生活実態や子育てに関する

意識、目標事業量の設定が必要となる保育

サービスの利用実態や今後の利用意向そ

の他の市民ニーズを把握するため、計画策

定の基礎資料となる市民意向調査を実施

しました。 

（１）子育て支援に関する市民意向調査の実施 

ア　就学前児童の保護者を対象とした調査 

■調査期間　平成15年9月22日から同年10月29日まで 

■調査対象　市内在住の0歳から6歳まで（就学前に限る。）の児童の保護者 

■調査方法　郵送配付・郵送回収ほか 

■調査内容　保育の実態／保育サービスの利用意向／保育サービスの選択基準／幼保一体

化／地域の子育て支援／母子保健事業／子育てに関する意識／不妊治療／就

労環境／育児相談／子育てに関する情報の入手方法／市の子育て支援策に対

する意見　等 

■回収結果　配付数3,000 

有効回収数1,902（回収率63.4％） 

 

イ　小学生の保護者を対象とした調査 

■調査期間　平成15年9月26日から同年10月13日まで 

■調査対象　市内在住の小学生の保護者 

■調査方法　郵送配付・郵送回収 

■調査内容　学校生活以外の過ごし方／不登校・いじめの状況／放課後児童クラブの利用

意向／一時預かりサービスの利用意向／地域活動の状況／子育てに関する意

識／就労環境／子育てに関する情報の入手方法／市の子育て支援策に対する

意見　等 

■回収結果　配付数2,100 

有効回収数1,273（回収率60.6％） 

 

ウ　母子健康手帳の交付を受けた者を対象とした調査 

■調査期間　平成15年9月・10月 

■調査対象　9月・10月の母子健康手帳交付日に交付を受けた者541人 

■調査方法　母子健康手帳の交付時に配付・回収 

■調査内容　育児休業の取得予定意向／里帰り出産の予定／妊娠・出産・育児等の不安／

子育てに関する意識／子育てに関する情報の入手方法／市の子育て支援策に

対する意見　等 

 

エ　一般市民を対象とした調査 

■調査期間　平成15年10月1日から同月20日まで 

■調査対象　市内在住の20歳から40歳までの市民 

■調査方法　郵送配付・郵送回収 
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■応募資格　市内に在住する18歳以上の者（高校生は除く。）で、本市の審議会や委員会

等の委員を務めていないもの 

■募集人数　4人以内 

■募集期間　平成15年7月1日から同月30日 

■選考方法　応募動機と「豊田市の子育て支援策に対する提言」をテーマとする小論文 

（800字程度）による書類選考 

■応募人数　9人 

■調査内容　結婚に対するイメージ／理想とする子どもの数／子どもを持つことや子育て

に対するイメージ／乳幼児との触れ合い機会／不妊治療／夫婦の役割分担／

就労環境／子育てに関する情報の入手方法／市の子育て支援策に対する意見

　等 

■回収結果　配付数2,000 

有効回収数653（回収率32.7％） 

計画策定の基本姿勢「計画策定過程に

おける市民と行政のパートナーシップの推

進」に基づき、計画策定作業へ市民が直接

的に参画できる機会を確保し、市職員の意

識改革と市民志向への転換を図り、市民と

行政の共働による計画づくりを進めるた

め、計画策定懇話会の市民委員を公募しま

した。 

（２）豊田市児童育成計画策定懇話会委員の公募 

■募集期間　平成16年6月21日から同年8月13日まで 

■意見件数　38件（内訳：郵便はがき33通、電子メール5通） 

計画策定の基本姿勢「計画決定過程の

明確化」に基づき、計画決定過程における

公正の確保と透明性の向上を図り、市民と

のパートナーシップによる市政を推進する

ため、パブリックコメントを実施しました。 

素案段階での計画（（仮称）第2次豊田市

児童育成計画素案）を公表し、意見を募集

した結果、市民の皆様から38通の意見、情

報等の提供がありました。 

（３）パブリックコメントの実施 資
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①　1－1 

②　1－2 

③　1－3 

④　1－4 

⑤　1－5 

⑥　2－1 

⑦　2－2 

⑧　2－3 

⑨　3－1 

⑩　3－2 

⑪　3－3 

⑫　4－1 

⑬　4－2 

⑭　4－3 

⑮　4－4 

⑯　5－1 

⑰　5－2 

⑱　5－3 

⑲　6－1 

⑳　6－2 

 

 

合　計 

 

1 

1 

7 

－ 

2 

1 

8 

－ 

17 

2 

3 

2 

2 

2 

1 

11 

－ 

－ 

3 

1 

10 

1 

75

 

子どもの権利擁護の推進 

家庭における子どもの養育機能の再生強化 

子どもの心身の健やかな成長に資する教育・育成環境の整備 

思春期児童への支援の充実 

次世代の親の育成 

身近な地域における子育て支援機能の充実 

子育てや教育に伴う経済的負担の軽減 

援助を必要とする子どもと家庭への支援 

拡大・多様化する保有ニーズへの対応 

保育サービスの質の向上 

「働き方の見直し」と企業の自主的な取組への支援 

妊娠期からの安全・安心を確保する母子保健体制の構築 

不妊治療対策の充実 

小児保健医療体制の充実 

食育の推進 

安全で快適に暮らせる都市環境の整備 

子育てを支援する住宅施策の充実 

子どもの安全の確保 

地域の子育て支援ネットワークの構築 

子どもと家庭をめぐる問題への対応 

計画全体 

その他 

基本施策 意見内訳 

パブリックコメントを補完するため、子ど

もを養育している保護者おおむね10人以

上で構成している団体（市内で活動する子

育てサークル、障害のある子どもを養育し

ている保護者グループ等）を対象にグルー

プインタビューを開催し、参加者の皆様か

ら素案段階での計画（（仮称）第2次豊田市

児童育成計画素案）に対する意見をお聴き

しました。 

（４）グループインタビューの実施 

■意見内訳　計画に掲げる20の基本施策ごとに分類すると、75件の意見がありました。 
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ラフの会 

てのひら 

子育てサークル　花本ぷち 

お散歩サークル　おひさまクラブ 

花みずき 

 

市立平芝幼稚園 

市立堤ケ丘保育園 

市立青木幼稚園 

市立古瀬間保育園 

市立平芝幼稚園 

 

平成16年8月17日 

平成16年8月19日 

平成16年8月20日 

平成16年8月30日 

平成16年8月31日 

団体名 実施日 実施場所 

■参加団体　5団体 

■意見内訳　計画に掲げる20の基本施策ごとに分類すると、66件の意見がありました。 

 

①　1－1 

②　1－2 

③　1－3 

④　1－4 

⑤　1－5 

⑥　2－1 

⑦　2－2 

⑧　2－3 

⑨　3－1 

⑩　3－2 

⑪　3－3 

⑫　4－1 

⑬　4－2 

⑭　4－3 

⑮　4－4 

⑯　5－1 

⑰　5－2 

⑱　5－3 

⑲　6－1 

⑳　6－2 

 

 

合　計 

 

1 

1 

2 

2 

－ 

11 

1 

17 

5 

2 

－ 

3 

－ 

1 

－ 

7 

－ 

－ 

11 

－ 

1 

1 

66

 

子どもの権利擁護の推進 

家庭における子どもの養育機能の再生強化 

子どもの心身の健やかな成長に資する教育・育成環境の整備 

思春期児童への支援の充実 

次世代の親の育成 

身近な地域における子育て支援機能の充実 

子育てや教育に伴う経済的負担の軽減 

援助を必要とする子どもと家庭への支援 

拡大・多様化する保有ニーズへの対応 

保育サービスの質の向上 

「働き方の見直し」と企業の自主的な取組への支援 

妊娠期からの安全・安心を確保する母子保健体制の構築 

不妊治療対策の充実 

小児保健医療体制の充実 

食育の推進 

安全で快適に暮らせる都市環境の整備 

子育てを支援する住宅施策の充実 

子どもの安全の確保 

地域の子育て支援ネットワークの構築 

子どもと家庭をめぐる問題への対応 

計画全体 

その他 

基本施策 意見内訳 
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計画策定の基本姿勢「計画決定過程の

明確化」に基づき、豊田市児童育成計画策

定懇話会及び豊田市保健福祉審議会児童

専門分科会の会議は、すべて公開で開催し

ました。その結果、5会議に市民の傍聴が

ありました。 

（５）計画策定懇話会等の傍聴 

本計画は、次世代育成支援対策推進法に

基づく「市町村行動計画」としての性格を

有するものであることから、地域における

子育ての支援、母性並びに乳児及び幼児の

健康の確保及び推進、子どもの心身の健や

かな成長に資する教育環境の整備、子ども

を育成する家庭に適した良質な住宅及び

良好な居住環境の確保、職業生活と家庭生

活の両立の推進等の次世代育成支援対策

について、様々な行政分野の視点から取り

まとめる必要があり、また既定の青少年プ

ラン、男女共同参画プラン、教育行政計画

等との連携も不可欠となるため、計画策定

の庁内推進組織として、「豊田市児童育成

計画策定委員会」を設置し、子育て支援や

次世代育成支援に関係する各課の協力を

得て、計画に盛り込む具体的な施策・事業

の立案作業を実施しました。 

（１）役割 

 

第3回豊田市児童育成計画策定懇話会 

第5回豊田市児童育成計画策定懇話会 

第6回豊田市児童育成計画策定懇話会 

第4回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会 

第5回豊田市保健福祉審議会児童専門分科会 

 

1人 

1人 

1人 

1人 

2人 

 

平成16年 2 月16日 

平成16年 4 月16日 

平成16年 4 月23日 

平成16年10月25日 

平成16年11月24日 

会議名 開催日 傍聴者数 

■傍聴者数　延べ6人 

7 豊田市児童育成計画策定委員会 
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（２）委員（22人） 

氏　　　　　名 職　　　　　名 

◎　鈴　木　鋭　敏 

○　藤　村　信　治 

加　藤　武　男 

熊　澤　秀　泰 

小　野　修　市 

梅　村　松　男 

神　谷　健　市 

幸　村　的　美 

大　澤　宅　美 

松　井　道　裕 

久　野　元　典 

杉　藤　嘉　洋 

加　藤　　　泰 

林　　　　　篤 

三　宅　　　寛 

倉　橋　　　剛 

神　崎　恭　紀 

鈴　木　幸　雄 

芝　田　富　雄 

水　野　孝　之 

佐々木　美　好 

佐　藤　隆　志 

社会部子育て支援担当専門監 

社会部子ども課長 

社会部自治振興課長 

社会部交通安全課長 

社会部世代交流課長 

福祉保健部総務課長 

福祉保健部生活福祉課長 

福祉保健部障害福祉課長 

福祉保健部健康づくり担当専門監 

福祉保健部感染症予防課長 

福祉事業団・こども発達センター副主幹 

産業部産業労政課長 

都市整備部交通政策課長 

都市整備部住宅課長 

建設部公園担当専門監 

教育委員会教育行政課長 

教育委員会学校教育課長 

教育委員会青少年相談センター所長 

教育委員会保健給食課長 

教育委員会生涯学習課長 

教育委員会文化振興課長 

教育委員会スポーツ課長 

◎委員長、○副委員長 
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計画の策定作業を効率的かつ効果的に

進めるため、社会部子ども課職員及び保育園・

幼稚園長等で組織する「計画策定作業部会」

を設置し、児童育成計画策定委員会の指示

に従い、計画の策定に係る必要な調査研究、

施策・事業の立案作業、計画案の起草作業

等を行いました。 

（１）役割 

（２）部会員名 

（子育て支援部会） 

8 計画策定作業部会 

◎　鈴　木　文　代 

永　田　和　子 

本　田　　　茂 

（前） 中　野　美　樹 

須　賀　瑞　枝 

三　宅　とし子 

片　山　伸　子 

（前） 近　藤　夏　子 

渡　辺　朝　子 

森　　　美登子 

（前） 松　原　美智子 

◎　成　瀬　和　美 

小　出　正　幸 

伊　藤　美　香 

高　田　雅　代 

酒　井　恵　子 

（前） 野　田　洋　子 

近　藤　幸　子 

村　中　正　史 

（幼保一体化部会） 

◎　成　瀬　和　美 

小　出　正　幸 

伊　藤　美　香 

高　田　雅　代 

酒　井　恵　子 

（前） 野　田　洋　子 

近　藤　幸　子 

村　中　正　史 

（家庭福祉保健部会） 

◎　奥　村　岸　孝 

鈴　木　成　仁 

児　玉　由　加 

（前） 鈴　木　文　代 

倉　地　誠　子 

柴　川　ゆかり 

清　水　秀　美 

（前） 磯　谷　美惠子 

手　嶋　久美子 

後　藤　哲　也 

伊　澤　裕　子 

（前） 鈴　木　稚佳子 

＜事務局＞ 

都　築　和　夫 

◎部会長 
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（２）町村参加職員 

氏　　　　　名 職　　　　　名 

杉　山　善　成 

春　田　富　美 

川　井　信　幸 

成　瀬　富貴子 

三　宅　智　美 

野　嶋　志　帆 

鈴　木　　　貢 

安　倍　大　介 

高　野　なおみ 

加　藤　武　美 

下　田　博　之 

夏　目　佐　織 

安　藤　錦　志 

後　藤　泰　代 

伊　藤　靖　恵 

小瀬垣　壽　己 

小木曽　良　弘 

美濃羽　冴　子 

藤岡町こどもグループ総括リーダー 

藤岡町健康グループ保健師 

小原村福祉課長 

小原村福祉課総括主査 

小原村福祉課主任保健師 

小原村福祉課保健師 

足助町住民課長 

足助町住民課主事 

足助町保健福祉課主任保健師 

下山村住民福祉課長 

下山村住民福祉課主査 

下山村健康課保健師 

旭町住民福祉課長 

旭町住民福祉課主事 

旭町住民福祉課主任保健師 

稲武町住民福祉課長 

稲武町住民福祉課課長補佐 

稲武町住民福祉課技師 

本計画は、次世代育成支援対策推進法に

基づき平成17年4月1日からスタートしま

すが、本市は同日付けで藤岡町、小原村、足

助町、下山村、旭町及び稲武町の６町村と合

併するため、計画も合併後の新市としての

単一計画を策定することとしました。この

ため、合併市町村連絡会を設置し、合併後

に次世代育成支援に係る基礎的・必需的な

サービスについて地域間の格差が生じな

いよう、一体的な取組を進めるための必要

な調整を図りました。 

（１）役割 

9 市町村行動計画策定に係る合併市町村連絡会 
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